
４．健康・体育に関する指導の全体計画

体育の目標 教 育 目 標 本校児童の実態
心と体を一体としてとらえ、適切な運 ・ 体力テストの結果、上体起こし、反

動の経験と健康・安全についての理解 復横跳び、２０ｍシャトルラン、５０ｍ
を通して、運動に親しむ資質や能力を 走で県平均より数値が低い学年が
育てると共に、健康の保持増進と体力 多い。その他の種目については概
の向上を図り、明るく楽しい生活を営 ね県平均を上回っている。
む態度を育てる。 ・ 運動を好み、自ら進んで体を動か

して遊ぶ子どもが多い。運動意欲の
調査からは、９０％以上の子が運動
に意欲的である。しかし体を動かす県の教育課題 体育に関する指導 目指す子ども像（ ）

・ 生涯体育の観点から、運動の楽し 楽しく明るい生活を送るため、健康 のを嫌がり、運動を避けようとする子
さや喜びの体得を重視した活動を や安全に気をつけ、自分のめあてに どもともいる。
継続し、健康で安全な生活が送れ 向かって進んで運動に取り組む子ども ・ 生活実態調査の結果から、毎日朝
るよう、体育に関する指導の全体計 ご飯を食べる子の割合は９２％であ
画を見直し、その積極的な活用に る。また１０時前に就寝する子の割
努める。 合は７５％である。よい傾向ではある

・ 体力の向上および健康の保持増 が、決まった子の生活習慣が改善さ本校児童の体育面の具体的な姿
進が図られるように、体育的活動と ・めあてをもって行動する子ども れていない。
保健・安全の指導を相互に関連づ ・元気いっぱい運動する子ども
け計画的、継続的な実践に努める。 ・友達と仲良くできる子ども

・ 運動や健康生活への自発的・自主 ・身体の衛生に気をつけることができる
的な取り組を促すよう、一人一人の 子ども
日常の実践活動を計画的に評価し ・健康に気をつけ生活できる子ども
て、それを生かした指導に努める。 ・安全を考えて行動できる子ども

・ 自他の生命尊重の精神を養い、交 ・継続して体を鍛えようとねばり強くが
通安全に必要な基本的事項を理解 んばる子ども
させ、安全に行動できる実践的な態 ・友達と励まし合う子ども
度や能力の育成に努める。 ・伸びを認め合い、喜び合える子ども

教科体育 教科外体育 環境構成 家庭との連携

【ねらい】 特別活動 保健・給食・安全 【ねらい】 【ねらい】創意を生かした体育的活動
めあてを持って 進んで運動しよ 健康な生活が送

運動に取り組み、 【ねらい】 【ねらい】 【ねらい】 うとするような施設 れるよう、家庭に協
運動の楽しさを味 進んで参加し、 体を思いきり使 身近な生活にお 用具を整備・充実 力を働きかける。
わえるようにする。 協力して活動でき ってのびのびと遊 ける健康や食の大 し活用させる。
心と体の健康に るようにする ぶことができるよう 切さ、安全に関心

気を付けた生活を にする。 をもち、主体的に
送れるようにする。 健康で安全な生活

を実践できるように
する。

【内 容】 【内 容】 【内 容】 【内 容】 【内 容】 【内 容】
◎子どもから見た ◎健康安全・体育 ◎縦割りのファミリ ◎保健 ◎ ◎体力テストの結校舎外の環境製備
運動の特性を生 的行事 －班による活動 ・う歯の予防 ・遊具の設置・修理 果配布による体
かして、学習過 ・運動会 ・ ・ 力向上への働き生活習慣病の予防 コースロープの修繕
程を工夫する。 ・マラソン大会 ◎舞鶴タイムにお ・風邪、インフルエ ・砂場の砂の補充 かけ
運動の一般的な ・体力テスト ける体力作り ンザ予防（１）
特性の明確化 ・マラソン ・性の指導 ◎体育用具室の整 ◎保健便りの発行

家庭への働きかけ（２ ）子どもから見た ◎学級活動 ・体力アップ運動 ・心身に問題を持 備 ・
運動の特性の明 ・集会活動 ・縄跳び つ子への支援・相
確化 ・係活動 等 談活動 ◎一輪車の管理 ◎健康相談
学習過程の工夫 ・性指導 ◎万歩計を使った（３）
◎個に応じためあ 体力作り ◎食育 ◎体育施設の充実 ◎肥満児対策
てを持たせ、場 ◎児童会活動 ・「万歩計強 調週 ・正しい食事習慣 ・体育施設の活用
を工夫する。 ・ 間」を設け、 ウ の育成 法の工夫・紹介 ◎健やか委員会のファミリー長縄大会
めあての持たせ ・各委員会による ォーキングを呼 ・楽しく食事をする ・児童資料の作成 設置（１）
方の工夫 活動 等 び掛ける。 態度の育成 と掲示
場の工夫 ・ ◎健やか委員会便（２） 食の大切さの指導
評価の工夫 ◎クラブ活動 ◎プレイルームの りの発行（３）
◎課題運動の設 （４年生以上） ◎安全 鉄棒の常設
定。 ・交通安全指導 ◎食育についての

◎自分の健康への ・自転車教室 家庭への働きか
気付きを大切に ・避難訓練 け
する。

◎保健学習の定
着。

人のお世話にならぬよう
人のお世話をするよう
そしてむくいをもとめぬよう


